
令和８年度 南河内地域⽔防災連絡協議会 流域治⽔プロジェクト推進スケジュール(案) 富⽥林市

当面の治水目標に対応
した河川の整備

農地・農業用施設
の活用

流出抑制対策の実施
山地の保水機能向上

および
土砂流木災害対策

立地適正化計画に
おける防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

高齢者等避難の
実効性の確保

整備率： ６％ 作成済

避難確保計画

43施設/138施設

避難訓練

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少
させるための対策

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

（令和７年度末時点） （令和７年度末時点）（令和７年度末時点） （令和７年度末時点）

40施設/138施設

取組み内容
令和８年度の具体的な⽬標
（どのようなレベルまで、ど
のような⽅法で、いつまで、
など）

進捗状況（R8.6末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

進捗状況（R8.10末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

進捗状況（R9.3末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

要配慮者施設の避難確保計画策定
率の向上

避難確保計画策定済の要配慮
者施設について、避難訓練の
実施報告は随時提出いただけ
るよう⽂書で働きかけると共
に、未策定の施設についても
策定してもらえるよう働きか

ける。

（石川ブロック全体）

洪水浸水
想定区域 １３河川

作成済

（石川ブロック全体）

雨水出水浸水想定区域

資料5



令和８年度 南河内地域⽔防災連絡協議会 流域治⽔プロジェクト推進スケジュール（案）河内⻑野市

当面の治水目標に対応
した河川の整備

農地・農業用施設
の活用

流出抑制対策の実施
山地の保水機能向上

および
土砂流木災害対策

立地適正化計画に
おける防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

高齢者等避難の
実効性の確保

作成済

避難確保計画

87施設/88施設

避難訓練

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少
させるための対策

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

（令和７年度末時点） （令和７年度末時点）（令和７年度末時点） （令和７年度末時点）

0施設/88施設

取組み内容
令和８年度の具体的な⽬標
（どのようなレベルまで、ど
のような⽅法で、いつまで、
など）

進捗状況（R8.6末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

進捗状況（R8.10末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

進捗状況（R9.3末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

コミュニティタイムラインの作成 対象地区を選定し、地元との
ワーキンググループを開催し
て作成し、年度末に対象地区
の全⼾へ配布する。

整備率： ６％ （石川）
作成済

雨水出水浸水想定区域
整備率： ９７％ （西除川）

洪水浸水
想定区域

（西除川）

（石川）

7河川

１３河川



令和８年度 南河内地域⽔防災連絡協議会 流域治⽔プロジェクト推進スケジュール（案）松原市

当面の治水目標に対応
した河川の整備

農地・農業用施設
の活用

流出抑制対策の実施
山地の保水機能向上

および
土砂流木災害対策

立地適正化計画に
おける防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

高齢者等避難の
実効性の確保

未作成

避難確保計画

104施設/104施設

避難訓練
雨水出水浸水想定区域

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少
させるための対策

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

（令和７年度末時点） （令和７年度末時点）（令和７年度末時点） （令和７年度末時点）

作成済
85施設/104施設

取組み内容
令和８年度の具体的な⽬標
（どのようなレベルまで、ど
のような⽅法で、いつまで、
など）

進捗状況（R8.6末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

進捗状況（R8.10末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

進捗状況（R9.3末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

要配慮者利⽤施設の避難訓練実施
率の向上

避難訓練実施率を80％以上を
⽬標に市内対象施設に対して

訓練実施を促す。

⽴地適正化計画 令和９年度策定を⽬標に取り
組む。

整備率： ９７％

（西除川ブロック全体）

洪水浸水
想定区域

7河川

（西除川ブロック全体）



令和８年度 南河内地域⽔防災連絡協議会 流域治⽔プロジェクト推進スケジュール（案）⽻曳野市

当面の治水目標に対応
した河川の整備

農地・農業用施設
の活用

流出抑制対策の実施
山地の保水機能向上

および
土砂流木災害対策

立地適正化計画に
おける防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

高齢者等避難の
実効性の確保

作成済

避難確保計画

80施設/87施設

避難訓練

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少
させるための対策

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

（令和７年度末時点） （令和７年度末時点）（令和７年度末時点） （令和７年度末時点）

49施設/87施設

取組み内容
令和８年度の具体的な⽬標
（どのようなレベルまで、ど
のような⽅法で、いつまで、
など）

進捗状況（R8.6末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

進捗状況（R8.10末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

進捗状況（R9.3末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

計画作成及び避難訓練実施の指導
計画作成数を100％に、訓練
実施数を80％以上になるよう
出⽔期前に対象施設へ⽂書を

発出する。

⾬⽔出⽔浸⽔想定区域の指定と公
表及びそれに基づく防災ハザード
マップの更新。

令和7年3⽉に指定・公表した
⾬⽔出⽔浸⽔想定区域に基づ
く防災ハザードマップの更新
を令和８年度中に⾏う。

雨水出水浸水想定区域

未作成
整備率： ６％

整備率： ９７％

洪水浸水
想定区域

7河川

１３河川

（石川）

（西除川）

（西除川）

（石川）



令和８年度 南河内地域⽔防災連絡協議会 流域治⽔プロジェクト推進スケジュール（案）藤井寺市

当面の治水目標に対応
した河川の整備

農地・農業用施設
の活用

流出抑制対策の実施
山地の保水機能向上

および
土砂流木災害対策

立地適正化計画に
おける防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

高齢者等避難の
実効性の確保

作成済

避難確保計画

49施設/49施設

避難訓練
雨水出水浸水想定区域

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少
させるための対策

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

（令和７年度末時点） （令和７年度末時点）（令和７年度末時点） （令和７年度末時点）

作成済
26施設/49施設

取組み内容
令和８年度の具体的な⽬標
（どのようなレベルまで、ど
のような⽅法で、いつまで、
など）

進捗状況（R8.6末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

進捗状況（R8.10末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

進捗状況（R9.3末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

要配慮者利⽤施設における避難確
保計画の作成及び避難訓練の実施
の促進・⽀援

• 防災計画に記載のある施
設への計画⾒直し等の⽀
援

• 新規開設施設への計画作
成の促進及び作成⽀援

• 計画作成済み施設への訓
練の実施促進及び⽀援（9
⽉・2⽉頃周知⽂書送付）

防災ガイドブックの内⽔ハザード
マップやその他啓発情報等を更新
し、全⼾配布する

5⽉ 業者決定
12⽉ 原稿完成

2⽉ 印刷製本
3⽉ 配布

洪水浸水
想定区域

7河川

（西除川ブロック全体）
整備率： ９７％

（西除川ブロック全体）



令和８年度 南河内地域⽔防災連絡協議会 流域治⽔プロジェクト推進スケジュール（案）⼤阪狭⼭市

当面の治水目標に対応
した河川の整備

農地・農業用施設
の活用

流出抑制対策の実施
山地の保水機能向上

および
土砂流木災害対策

立地適正化計画に
おける防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

高齢者等避難の
実効性の確保

作成済

避難確保計画

8施設/8施設

避難訓練

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少
させるための対策

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

（令和７年度末時点） （令和７年度末時点）（令和７年度末時点） （令和７年末時点）

7施設/8施設

取組み内容
令和８年度の具体的な⽬標
（どのようなレベルまで、ど
のような⽅法で、いつまで、
など）

進捗状況（R8.6末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

進捗状況（R8.10末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

進捗状況（R9.3末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

要配慮者利⽤施設の避難訓練を促
進

施設管理者に定期的に周知す
ることで、市内の要配慮者利
⽤施設の訓練実施率を100％
を⽬標とする。

⼾建住宅等に⾬⽔浸透桝の設置を
指導

開発業者へ指導を⾏うことで、
⾬⽔浸透桝の設置率100％を

⽬標とする。

整備率： ９７％

（西除川ブロック全体）

雨水出水浸水想定区域

未作成

洪水浸水
想定区域

7河川

（西除川ブロック全体）



令和８年度 南河内地域⽔防災連絡協議会 流域治⽔プロジェクト推進スケジュール（案）太⼦町

当面の治水目標に対応
した河川の整備

農地・農業用施設
の活用

流出抑制対策の実施
山地の保水機能向上

および
土砂流木災害対策

立地適正化計画に
おける防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

高齢者等避難の
実効性の確保

未作成

避難確保計画

４施設/4施設

避難訓練
雨水出水浸水想定区域

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少
させるための対策

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

（令和７年度末時点） （令和７年度末時点）（令和７年度末時点） （令和７年末時点）

作成済

取組み内容
令和８年度の具体的な⽬標
（どのようなレベルまで、ど
のような⽅法で、いつまで、
など）

進捗状況（R8.6末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

進捗状況（R8.10末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

進捗状況（R9.3末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

「太⼦町内⽔氾濫ハザードマッ
プ」の利活⽤

令和7年3⽉に作成した「太⼦
町内⽔氾濫ハザードマップ」
の利活⽤を中⼼に、住⺠への
周知・啓発を⾏い、内⽔氾濫
リスクへの理解促進を図る。

４施設/4施設
整備率： ６％
（石川ブロック全体）

洪水浸水
想定区域

１３河川

（石川ブロック全体）



令和８年度 南河内地域⽔防災連絡協議会 流域治⽔プロジェクト推進スケジュール（案）河南町

当面の治水目標に対応
した河川の整備

農地・農業用施設
の活用

流出抑制対策の実施
山地の保水機能向上

および
土砂流木災害対策

立地適正化計画に
おける防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

高齢者等避難の
実効性の確保

未作成

避難確保計画

1施設/2施設

避難訓練

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少
させるための対策

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

（令和７年度末時点） （令和７年度末時点）（令和７年度末時点） （令和７年末時点）

1施設/2施設

取組み内容
令和８年度の具体的な⽬標
（どのようなレベルまで、ど
のような⽅法で、いつまで、
など）

進捗状況（R8.6末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

進捗状況（R8.10末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

進捗状況（R9.3末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

コミュニティタイムラインの作成 今年度中に新規２地区を作成
する

要配慮者利⽤施設における避難確
保計画の作成

今年度中に未作成の１施設へ
作成を呼びかける

雨水出水浸水想定区域

未作成

洪水浸水
想定区域

１３河川

（石川ブロック全体）

整備率： ６％
（石川ブロック全体）



令和８年度 南河内地域⽔防災連絡協議会 流域治⽔プロジェクト推進スケジュール（案）千早⾚阪村

当面の治水目標に対応
した河川の整備

農地・農業用施設
の活用

流出抑制対策の実施
山地の保水機能向上

および
土砂流木災害対策

立地適正化計画に
おける防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

高齢者等避難の
実効性の確保

未作成

避難確保計画

1施設/3施設

避難訓練

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少
させるための対策

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

（令和７年度末時点） （令和７年度末時点） （令和７年末時点）

0施設/3施設

取組み内容
令和８年度の具体的な⽬標
（どのようなレベルまで、ど
のような⽅法で、いつまで、
など）

進捗状況（R8.6末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

進捗状況（R8.10末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

進捗状況（R9.3末）
①計画通り
②計画通りでない
③その他

個別避難計画に基づく避難訓練を
実施し、地区の自主防災組織が避
難行動要支援者の避難を支援でき
る体制を充実

・各地区に個別避難計画を作
成してもらうとともに、総合防災
訓練において当該計画の実効
性を検証する。

避難スイッチ（マイタイムライン）の基
準となり得るコミュニティタイムライン
作成の参考となる基礎資料の収集・
整理

・村タイムラインの改正（土砂災
害タイムライン作成に向けて、
気象資料等の収集
（Ｒ８年度中に取り組み）

要配慮者利用施設（３ケ所）の避難
確保計画の作成及び避難訓練の実
施を支援

・避難確保計画の作成等に係
る講習、ヒアリング（５月）
・避難確保計画提出（９月）
・避難訓練の実施状況の確認
（翌年３月）

雨水出水浸水想定区域

洪水浸水
想定区域

１３河川

（石川ブロック全体）

未作成

（令和７年度末時点） （令和７年度末時点）（令和７年度末時点）

整備率： ６％
（石川ブロック全体）


